
別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）
（単位：円）

（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交付金事
業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額 備考

総事業費
10,280,841

1

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営

等措置

大分市立「のつはる少
年自然の家」維持運営
事業

大分市 4,400,000 4,400,000



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

大分市立「のつはる少年自然の家」維持運営事業

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

大分市教育ビジョン２０１７第Ⅱ期基本計画（令和２年度～令和６年度）
　基本方針３　社会教育の推進と生涯学習の振興
　　重点施策（１）生涯学習支援体制の充実
　　　具体的施策③　のつはる少年自然の家の施設整備及び機能充実
　　　　のつはる少年自然の家において、市民の多様なニーズに対応できる活動プログラムの提供をはじめ、
　　　　施設の改修や機能強化を行うことで利便性を向上させ、利用促進に努めます。

目標：「のつはる少年自然の家」の年間利用者数
　　　　基準値　21,567人（平成３０年度）
　　　　目標値　23,500人（令和６年度）

事業開始年度 平成２９年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 大分市
交付金事業実施場所 大分市大字荷尾杵

交付金事業の概要

　大分市は、公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置に基づき、利用者の夏季・冬季の健康維持管
理や快適性の向上のため、安定したライフラインの供給を行うことができるよう、供給先の確保を努めます。

【事業量】大分市立「のつはる少年自然の家」の光熱水費及び燃料費
　・電気料金（令和６年４月～令和６年１１月）
　・重油料金（令和６年４月～令和６年１１月）

事業期間の設定理由 大分市教育ビジョン2017第Ⅱ期基本計画の終期まで



交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

のつはる少年自然
の家の年間利用者
数　23,500人

令和6年度のつはる少年自
然の家の年間利用者数

成果実績 人 21,300

目標値 人 23,500

達成度 ％ 90.6

評価年度の設定理由

大分市教育ビジョン２０１７第Ⅱ期基本計画の終期が令和６年度であることから、翌年度の令和７年度に
評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により、安定したライフラインの供給に資することができ、目標数を達成することはできな
かったが、令和６年度の年間利用者は20,000人を超えました。今後も利用者の夏季・冬季の健康維持管理や快適
性の向上につながる取り組みを進めていくこととしています。

4,400,000 4,400,000

交付金事業の活動指標及
び活動実績

達成度 ％ 100 100 100

令和６年度

電気料金の充当月
数

活動実績 月 10
令和４年度 令和５年度

10

活動指標 単位
8

活動見込 月 10

電気料金 随意契約（８号）
九州電力株式会社大分営
業所（大分県大分市）

5,753,131

うち文部科学省分

8

交付金事業の総事業費等 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考

総事業費 7,733,629 10,429,560 10,280,841
平成29年度～令和6年度
の総事業費47,107,107

10

4,400,000

交付金事業の担当課室 大分市教育委員会事務局教育部社会教育課

交付金事業の評価課室 大分市教育委員会事務局教育部社会教育課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

燃料代 随意契約（２号）
大分県石油販売協同組合
大分支部（大分県大分

市）
4,527,710

うち経済産業省分 4,400,000 4,400,000 4,400,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）
（単位：円）

（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交付金事
業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額 備考

総事業費
8,657,000

1

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営

等措置

小型動力ポンプ付消防
積載車整備事業

宇佐市 4,400,000 4,400,000



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又
は維持運営等措置

小型動力ポンプ付消防積載車整備事業

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

第二次宇佐市総合計画後期基本計画（令和２年度～令和６年度）
　第１章 安全・安心な生活を守るまち
  　第４節消防・救急・救助
　　　主要施策　３．消防団の充実
　  　　消防格納庫や消防積載車など消防団の施設・装備の充実により、消防団の消防力向上に
　　　　努めます。

　目標：小型動力ポンプ付消防積載車更新率１００％（令和６年度）

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 宇佐市
交付金事業実施場所 宇佐市大字大塚

交付金事業の概要

　宇佐市では、取得後20年近く経過し、不具合の生じている消防積載車から随時更新を予定しています。災害
時の消防団の機動力を向上させ、消防団活動の迅速・円滑化を図るために、小型動力ポンプ付消防積載車の更
新整備に交付金を充当します。

【事業量】
　　小型動力ポンプ付消防積載車　１台
　　　２輪駆動車1900ccクラス、小型動力ポンプB-3級以上

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度

小型動力ポンプ付
消防積載車更新率
100％

令和６年度までの小型動力
ポンプ付消防積載車更新台
数÷消防団車両の更新計画
に基づく更新台数×100

成果実績 ％ 100

目標値 ％ 100

達成度 ％ 100.0

評価年度の設定理由
令和６年度における消防団車両の更新計画に基づき評価を行います

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により小型動力ポンプ付消防積載車を１台更新することができました。次年度に向けては、
更新した車両を積極的に広報やイメージアップ戦略に活用し、新規の消防団員の確保や既存団員の士気高揚に
努め、地域の防災力の要としてのレベルアップを図っていきます。

達成度 ％ 100.0 100.0 100.0

令和６年度

消防車両の整備台
数

活動実績 台 2
令和４年度 令和５年度

1

活動指標 単位

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

1
1 1

活動見込 台 2

うち文部科学省分

交付金事業の総事業費等 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考

総事業費 15,268,000 7,829,800 8,657,000
平成30年度～令和6年度
の総事業費
103,595,480

交付金事業の活動指標及
び活動実績

交付金事業の担当課室 宇佐市消防本部　総務課
交付金事業の評価課室 宇佐市消防本部　総務課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

消防積載車整備 要件設定型一般競争入札
新日本消防設備株式会社

（大分県大分市）
8,657,000

うち経済産業省分 4,400,000 4,400,000 4,400,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,400,000 4,400,000 4,400,000



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）
（単位：円）

（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交付金事
業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額 備考

総事業費
10,340,000

1

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営

等措置

小型動力ポンプ付き積
載車整備事業

豊後大野市 9,000,000 9,000,000



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又
は維持運営等措置

小型動力ポンプ付き積載車整備事業

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

豊後大野市消防計画（平成29年度～）
　第２章　消防力等の整備計画
　　第２節　整備計画
　　　１．消防車の整備
    　　（１）消防力の強化対策として、消防ポンプおよび特殊車を逐次整備する
　
　目標：車両更新計画に基づく車両整備　７台（令和６年度～令和９年度）

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 豊後大野市
交付金事業実施場所 豊後大野市三重町秋葉

交付金事業の概要

　令和６年１月現在、豊後大野市消防団においては消防車両５６台を所有しており、令和６年度から令和９年
度にかけて７台の車両整備(更新)を計画しています。有事の際の出動体制の確立、円滑な消防活動実施のた
め、車両整備事業に交付金を充当します。

【事業量】
　　小型動力ポンプ付き積載車　１台
      [シャーシ]ダブルキャブ1990cc以上、ＡＴ、２ＷＤ

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和９年度

更新計画に基づく
消防積載車の整備
率100％

令和9年度までに整備済の
消防積載車台数÷更新計画
に基づく消防積載車の総台
数×100

成果実績 ％

目標値 ％ 100

達成度 ％

評価年度の設定理由
豊後大野市消防計画で設定されているため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により、消防ポンプ自動車を１台整備することができました。有事活動における出動体制の
確立と性能向上が図られ、円滑な消防活動に寄与することが期待されます。当初の予定通りに整備事業は完了
できましたので、来年度以降も継続し行っていきます。

達成度 ％ 100.0 100.0 100.0

令和６年度

消防ポンプ自動車
の更新台数

活動実績 台 1
令和４年度 令和５年度

1

活動指標 単位

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

1
1 1

活動見込 台 1

うち文部科学省分

交付金事業の総事業費等 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考

総事業費 20,064,000 20,614,000 10,340,000
令和元年度～令和6年度
の総事業費
148,841,000

交付金事業の活動指標及
び活動実績

交付金事業の担当課室 豊後大野市　消防本部総務課
交付金事業の評価課室 豊後大野市　まちづくり推進課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

消防ポンプ自動車の整備 指名競争入札
株式会社消防防災　大分

支店(大分県大分市)
10,340,000

うち経済産業省分 9,600,000 14,000,000 9,000,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 9,600,000 14,000,000 9,000,000



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）
（単位：円）

（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

総事業費
4,545,200

1

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営

等措置

町道平原線舗装補修事
業

玖珠町 4,400,000 4,400,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交付金事
業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額 備考



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
（単位：円）

事業期間の設定理由 玖珠町第６次総合計画の期間内
成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和８年度

路面損傷部の舗装
補修率100％

令和8年度末時点の舗装補
修済みの施工延長÷施工総
延長（L＝840ｍ）×100

成果実績 ％

目標値 ％ 100

達成度 ％

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

玖珠町第６次総合計画（令和3年度～令和12年度）
基本施策５　住み続けたいまちづくり

　　施策５－１　都市機能の整備（公共交通・道路・上下水道・情報通信基盤）
重点施策５－１－３　町道の整備・維持管理

○各幹線道路と町道との接続を強化し、交通の円滑化と機能性の高い道路網
整備を進めるため、町道の改良、舗装、維持補修を年次計画によって整備します。

　目標：県道玖珠・山国線と県道白地・日田線を接続する町道平原線の路面損傷範囲の
        舗装補修率100％（令和８年度）

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和８年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 玖珠町
交付金事業実施場所 玖珠町大字古後

交付金事業の概要

　町道平原線は玖珠町大字古後地区の主要な生活道路兼通学路となっています。しかしながら、一部区間（約
840m）の路面の損傷（クラック、ポットホール、凸凹）が激しく、車両や歩行者の通行に支障をきたしていま
す。放置すると更に路面状況が悪化し、事故に繋がることが懸念されるため、舗装補修により、利用性の向上
を図ります。

【事業量】
（総事業量）　　　　施工延長L=840m　舗装補修A=4,100㎡ (町単独事業含む）
（令和６年度事業量）施工延長L=130m　平均幅員W=5.0ｍ　舗装補修A=620㎡　区画線L=1,139ｍ

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又
は維持運営等措置

町道平原線舗装補修事業



交付金事業の担当課室 玖珠町建設水道課
交付金事業の評価課室 玖珠町建設水道課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

道路工事 指名競争入札
株式会社実郷工業
（大分県玖珠町）

4,545,200

うち経済産業省分 4,400,000 4,400,000 4,400,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,400,000 4,400,000 4,400,000

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

120
170 130

活動見込 ｍ 180

うち文部科学省分

交付金事業の総事業費等 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考

総事業費 4,401,100 4,540,800 4,545,200
令和4年度～令和6年度
の総事業費13,487,100
円

交付金事業の活動指標及
び活動実績

達成度 ％ 100.0 107.6 108.3

令和６年度

路面損傷部の補修
延長

活動実績 ｍ 180
令和４年度 令和５年度

158

活動指標 単位

交付金事業の成果目標及
び成果実績

評価年度の設定理由
玖珠町第6次総合計画の目標年度に評価を実施するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　当町では、玖珠町第6次総合計画に基づき、広域的な道路ネットワークの形成、歩行者にやさしい生活道路
網などの整備、公共交通への支援・促進を通して安全で住みよいまちづくりの整備に取り組んでいます。町道
平原線は一部区間（約840m）の路面が経年劣化により損傷しており、歩行時の転倒による怪我や、車両の事故
等が危惧されているため、舗装路面を補修することで、道路通行時の安全確保、道路交通の円滑化、地域住民
の利便性の向上を図ります。
　また過年度は事業の発注が遅れ全体的な事業の遅れが生じたため、次年度は円滑な事業の実施ができるよう
改善を図ります。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）
（単位：円）

（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

総事業費
5,484,600

1

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営

等措置

消防用装備等整備事業 別府市 4,400,000 4,400,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交付金事
業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額 備考



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
（単位：円）

事業期間の設定理由

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

別府市総合計画　実施計画(令和５年度～令和７年度)
　政策5：環境・くらし
  　施策5-2【安全安心】誰もが安全で安心して生活し、滞在できる別府市の実現
　　◆めざず姿
　　　・災害等が発生した場合に備え、自助、共助、公助の役割を踏まえた体制及びネットワーク
　　　　が整備されている。
　　◆施策の方向性
　　　・消防、救急体制の充実強化

　目標：災害時における迅速な消防活動の確保

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 別府市
交付金事業実施場所 別府市上野口町

交付金事業の概要

　消防装備品（空気呼吸器及び空気ボンベ）を整備することで、消防職員の現場活動の安全を確保し、消防の
任務である市民の生命、身体及び財産を守ることに寄与することが期待できます。
  また、空気呼吸器はオーバーホールが製造年月から15年、空気ボンベは製造年から15年の耐用年数であり、
現場活動に必要な絶対数を下回らないように計画的に更新しています。

 【事業量】
  消防装備品の整備一式
　 ・空気呼吸器（エア・ウォーター防災性　ライフゼムA1-12） 5基
　 ・空気ボンベ5型（エア・ウォーター防災性　530cⅢaz）　  10本
　 ・空気ボンベ8型（エア・ウォーター防災性　815caz)　　　  1本

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又
は維持運営等措置

消防用装備等整備事業



交付金事業の担当課室 別府市消防本部　総務課
交付金事業の評価課室 別府市消防本部　総務課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

空気呼吸器、空気ボンベの購入 指名競争入札
新日本消防設備(株)
（大分県大分市）

5,484,600

うち経済産業省分 4,400,000 4,400,000 4,400,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,400,000 4,400,000 4,400,000

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

1
1 1

活動見込 式 1

うち文部科学省分

交付金事業の総事業費等 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考

総事業費 4,719,550 5,668,300 5,484,600
平成30年度～令和6年度
の総事業費
41,471,300

交付金事業の活動指標及
び活動実績

達成度 ％ 100.0 100.0 100.0

令和６年度

消防装備品の整備
活動実績 式 1

令和４年度 令和５年度

1

活動指標 単位

交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

更新計画に基づく
消防車両等の整備
100％

令和7年度までに整備済の
消防車両等の整備数÷更新
計画に基づく消防車両等の
総数×100

成果実績 ％

目標値 ％ 100.0

達成度 ％

評価年度の設定理由
別府市総合計画の計画年度終了後に評価を行うため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により、空気呼吸器5基、空気ボンベ5型10本、空気ボンベ8型1本を整備しました。これによ
り、経年劣化による消防装備の不具合の発生が解消され、消防吏員がより安全に災害現場で任務を遂行するこ
とで、地域住民の安全を確保することができました。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）
（単位：円）

（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

総事業費
6,618,620

1

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営

等措置

コミュニティバス整備
事業

豊後大野市 5,000,000 5,000,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交付金事
業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額 備考



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
（単位：円）

事業期間の設定理由

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

豊後大野市地域公共交通計画（令和４年度～令和９年度）
　第９章　実施事業
　　９－１　公共交通のための利用促進策の実施
    　⑥環境や社会情勢に応じた車両の更新や有効活用対応
      　車両の老朽化に伴う車両の更新をはじめ、環境や社会情勢に応じた車両の小型化や先進的な車両の
　　　　導入等、輸送資源としての車両の維持確保、有効活用を図ります。
　
　目標：環境や社会情勢に応じた車両の導入と有効活用を通した公共交通の整備

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 豊後大野市
交付金事業実施場所 豊後大野市三重町市場

交付金事業の概要

　令和６年４月現在、豊後大野市ではコミュニティバスを２１台所有しており、うち２台を令和６年度に更新
する計画です。コミュニティバスは交通弱者の移動手段として重要な役割を有するため、公共交通機関の路線
の維持確保を目指すため、車両購入に交付金を充当します。

【事業量】
　・コミュニティバス整備
　　ワゴンタイプ８人乗、２ＷＤ、ＡＴ　１台
　　ワンボックスタイプ５人乗、２ＷＤ、ＡＴ　１台
　・料金箱（Ｗ２８５×Ｄ１４５×Ｈ３２１Ｍｍ）　２台

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又
は維持運営等措置

コミュニティバス整備事業



交付金事業の担当課室 豊後大野市　まちづくり推進課
交付金事業の評価課室 豊後大野市　まちづくり推進課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

コミュニティバスの整備 指名競争入札
有限会社三重モータース
（大分県豊後大野市）

6,618,620

うち経済産業省分 5,000,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 5,000,000

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

活動見込 台 2

うち文部科学省分

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

総事業費 6,618,620

交付金事業の活動指標及
び活動実績

達成度 ％ 100.0

コミュニティバス
整備台数

活動実績 台 2
令和６年度活動指標 単位

交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和８年度

三重町のコミュニ
ティバス利用者数
の増加（前年比
120%）

令和7年度三重町のコミュ
ニティバス利用者数÷令和
6年度三重町のコミュニ
ティバス利用者数×100

成果実績 ％

目標値 ％ 120

達成度 ％

評価年度の設定理由
令和７年度のコミュニティバス利用者数を計上する必要があるため翌年度の令和8年度に評価を行います

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により、コミュニティバスを２台整備しました。これにより、地域公共交通を担うコミュニ
ティバスの円滑な運行を実施します。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）
（単位：円）

（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交付金事
業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額 備考

総事業費
27,821,200

1

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営

等措置

令和６年度市道亀石女
子畑１号線舗装工事事
業

日田市 22,950,000 22,950,000



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又
は維持運営等措置

令和６年度市道亀石女子畑１号線舗装工事事業

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

第６次日田市総合計画　第３期基本計画（令和６年度～令和９年度）
　第４章　生活基盤　安全で快適に暮らす　～便利も快適もそろえる　ひた～
　　４－（１）道路・河川・公共交通の整備
　　　④生活関連道路の整備
　　　　・地域の状況を考慮した効率的な道路整備

　目標：旧広域農道（旧天瀬町、旧大山町区間）舗装改修率　13.0％（令和９年度）

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 日田市
交付金事業実施場所 日田市天瀬町

交付金事業の概要

　市道亀石女子畑１号線は、生活道路として利用されているほか、日田市街地から熊本県小国町方面へ繋がる
広域的な路線で大型車両も多く通行していますが、損傷が激しく支障をきたしています。
　電源立地地域対策交付金を充当して市道亀石女子畑１号線舗装工事を実施することで、道路通行の安全が確
保されることから、地域住民の利便性の向上が期待されます。

【事業量】
　施工延長　L=460.0ｍ、幅員W=7.0ｍ、舗装面積A=3272.4㎡

事業期間の設定理由
成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和１０年度

旧広域農道（旧天
瀬町、旧大山町区
間）舗装改修率
    13.0％

令和9年度末時点の旧広域
農道（旧天瀬町、旧大山町
区間）改修済総延長÷施工
総延長×100

成果実績 ％

目標値 ％ 13.0

達成度 ％



交付金事業の成果目標及
び成果実績

評価年度の設定理由
第６次日田市総合計画第３期基本計画の目標年度である令和９年度の翌年度を評価年度とするため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　当市では、第６次日田市総合計画第３期基本計画に基づき、地域の状況を考慮した効率的な道路整備に取り
組んでいます。市道亀石女子畑１号線は生活道路として利用されているほか、日田市街地から熊本県小国町方
面へ繋がる広域的な路線で大型車両も多く通行していますが、損傷が激しく、支障をきたしています。今回の
整備によって、車両通行の安全性が確保され、地域住民の利便性の向上が図られました。

達成度 ％ 100.0

道路舗装　施工延
長

活動実績 ｍ 460
令和６年度活動指標 単位

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

活動見込 ｍ 460

うち文部科学省分

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

総事業費 27,821,200

交付金事業の活動指標及
び活動実績

交付金事業の担当課室 日田市地域振興部天瀬振興局
交付金事業の評価課室 日田市総務企画部企画課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

道路舗装工事 指名競争入札
豊中建設株式会社
（大分県日田市）

27,821,200

うち経済産業省分 22,950,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 22,950,000



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）
（単位：円）

（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

総事業費
4,400,000

1

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営

等措置

市道真弓線道路舗装工
事事業

佐伯市 4,400,000 4,400,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間
接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額 備考



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
（単位：円）

事業期間の設定理由

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

第２次佐伯市総合計画（後期基本計画）（令和５年度～令和９年度）
　基本施策２　暮らしと産業を支える生活基盤の創生［生活基盤］
　　（３）道路・情報インフラの整備
　　　　　ウ　地域の身近な道路である市道については、地域特性や市民ニーズ、交通量等を
　　　　　　　踏まえ、低炭素化に向けた安全・安心な道路整備を行います。

　目標：市道の整備延長（総延長）　640,500m（令和9年度）

  

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 佐伯市
交付金事業実施場所 佐伯市字目大字南田原

交付金事業の概要

　市道真弓線は、真弓地区住民の生活道路であるとともに、森林資源の搬出道路及び宇目地域を代
表する鷹鳥屋神社へのアクセス道路として利用されており、さらには祖母・傾・大崩ユネスコエコ
パークのエリアが近いため、地域住民から適切な維持管理が強く望まれている市道です。計画的な
舗装補修を実施することにより、利便性の向上を図ることができます。

【事業量】
　施工延長 L=287m、平均幅員 W=4.0m、舗装面積 A=1,241㎡

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又
は維持運営等措置

市道真弓線道路舗装工事事業



交付金事業の担当課室 佐伯市建設部建設課
交付金事業の評価課室 佐伯市建設部建設課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

市道真弓線道路舗装工事 指名競争入札
朝日工業テクノス（株）

（大分県大分市）
4,400,000

うち経済産業省分 4,400,000 4,400,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,400,000 4,400,000

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

287
活動見込 ｍ 240

うち文部科学省分

交付金事業の総事業費等 令和５年度 令和６年度 備考

総事業費 4,400,000 4,400,000
令和5年度～令和6年度
の総事業費　8,800,000

交付金事業の活動指標及
び活動実績

達成度 ％ 128.3 106.3
舗装補修施工延長

活動実績 ｍ 308
令和５年度 令和６年度

270

活動指標 単位

交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和９年度

市道の整備延長
（総延長）
640,500m

令和９年度ま
での市道の整
備延長

成果実績 ｍ

目標値 ｍ 640,500

達成度 ％

評価年度の設定理由
　第２次佐伯市総合計画（後期基本計画）の「暮らしと産業を支える生活基盤の創生」に基づき設
定しています。

交付金事業の定性的な成果及び評価等
　計画的に路面補修等を実施することにより、移動時間の短縮、快適性の向上等に繋がりました。
次年度以降についても、毎年損傷が特に激しい箇所を把握しながら、適切な路面補修の実施に繋げ
ます。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）
（単位：円）

（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

総事業費
4,400,000

1

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営

等措置

市道赤峰線改良工事
基金造成事業

臼杵市 4,400,000 4,400,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間
接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額 備考



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
（単位：円）

事業期間の設定理由 当該交付金交付期間満了まで
成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和１０年度

辺地債事業等にお
ける全25路線の５
年間の累計完成路
線数 18路線

令和２年度～
令和６年度の
累計完成路線
数

成果実績 路線

目標値 路線 18

達成度 ％

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

第２次臼杵市総合計画～後期基本計画～（令和２年度～令和６年度）
 Ⅵ．社会基盤が整い、行動力ある市民が暮らすまち（社会基盤）
　＜施策の方針17＞交通基盤を整える
　 Ⅵ-17-36　適正な道路整備及び維持管理の推進
　　道路施設の維持管理計画に基づいた計画的な補修事業
　　既存の道路施設を安全に長期間利用できるように、道路施設の適正な維持管理を
　　行います。

  目標：辺地債事業等における全２５路線の５年間の累計完成路線数18路線（令和10年度）

事業開始年度 平成１６年度 事業終了（予定）年度 令和１０年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 臼杵市
交付金事業実施場所 臼杵市大字臼杵

交付金事業の概要

　市道赤峰線は、国道３２６号と市道川風線に接続し、市南西部（南野津地区）と大分市及び豊
後大野市等主要都市を結ぶ重要路線ですが、幅員狭小で見通しの悪い箇所が残されており、車両
通行及び通学時に危険な状態です。地域住民の利便と安全を図る点から全線における早期改良工
事が望まれているため、着実な改良工事を行うための基金造成として交付金を充当します。
　
【事業量】
　市道赤峰線の改良工事（L=1,540m、W=7.0m）のための基金造成
　 工事内容：市道赤峰線の改良工事（L=1,540m、W=7.0m）
　 期　　間：平成16年度～令和10年度

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又
は維持運営等措置

市道赤峰線改良工事基金造成事業



交付金事業の担当課室 臼杵市秘書・総合政策課
交付金事業の評価課室 臼杵市秘書・総合政策課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
基金造成 積立 - 4,400,000

うち経済産業省分 4,400,000 4,400,000 4,400,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,400,000 4,400,000 4,400,000

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

4,400,000
4,400,000 4,400,000

活動見込 円 4,400,000

うち文部科学省分

交付金事業の総事業費等 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考
総事業費 4,400,000 4,400,000 4,400,000 96,190,000

交付金事業の活動指標及
び活動実績

達成度 ％ 100.0 100.0 100.0

令和６年度

基金造成額
活動実績 円 4,400,000

令和４年度 令和５年度

4,400,000

活動指標 単位

交付金事業の成果目標及
び成果実績

評価年度の設定理由
当該交付金交付期間満了時に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

今年度も交付金4,400,000円について遺漏なく基金造成することができました。また市道赤峰線の
改良工事も今後予定されており、これにより地域住民の利便と安全を図ることに繋がっていま
す。令和７年度以降も計画的な工事充当を行っていきます。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）
（単位：円）

（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

総事業費
3,626,700

1

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営

等措置

かわまちづくり階段ベ
ンチ設置事業

竹田市 3,130,000 3,130,000

2

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営

等措置

かわまちづくり車両進
入防止柵設置事業

竹田市 1,270,000 1,270,000
総事業費
1,298,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交付金事
業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額 備考



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
（単位：円）

事業期間の設定理由

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

　第２次竹田市総合計画（令和５年度～令和１４年度）
（５）自然とともに暮らしを愉しむ　エコのまち

５－１　自然に親しむ空間づくりの推進
５－１－１　自然に親しむ空間整備の推進

［取組］①玉来川かわまちづくり
玉来川の新旧河道に囲まれた特性を活かし、各施設と河川空間が一体的に利用
できる空間となるようにベンチ等の休憩施設や自然体験の場を設置し、新たな
イベントを開催するなど、地域の魅力向上を図り、多くの人で賑わう空間づく
りに取り組みます。

　　目標：総合計画に基づく賑わいの創出のためのイベントの開催数　１２回（令和７年度）

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 竹田市
交付金事業実施場所 竹田市大字玉来

交付金事業の概要

　第２次竹田市総合計画に基づく「玉来川かわまちづくり」の取組として、電源立地地域対策交付金を活用し、
階段ベンチ４段（施工延長１０ｍ）の設置工事をすることで地域の魅力向上を図り、多くの人で賑わう空間づく
りに努めます。

　【事業量】
　階段ベンチの設置　一式

・階段ベンチ　　４段
・施工延長　　１０ｍ

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

かわまちづくり階段ベンチ設置事業



交付金事業の担当課室 竹田市建設課
交付金事業の評価課室 竹田市総務課

活動見込 式 1

うち文部科学省分

交付金事業の総事業費等

交付金充当額 3,130,000

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

階段ベンチの整備 一般競争入札
有限会社明豊建設
（大分県竹田市）

3,626,700

うち経済産業省分 3,130,000
交付金事業の契約の概要

令和６年度 備考

総事業費 3,626,700

交付金事業の活動指標及
び活動実績

達成度 ％ 100.0
階段ベンチの設置

活動実績 式 1
令和６年度活動指標 単位

交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和８年度

総合計画に基づく
賑わいの創出のた
めのイベントの開
催数　１２回

令和７年度の「かわまちづ
くり」エリアでのイベント
の開催回数

成果実績 回

目標値 回 12

達成度 ％

評価年度の設定理由
令和７年度に開催したイベントの回数の総数を基に翌年度評価します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　今回整備をした玉来川周辺は、竹田市総合文化ホール「グランツたけた」や児童公園「竹の子ひろば」に隣接
し、多くの市民が集まる場所です。
　また、玉来川は、河川管理者である大分県において河川管理施設整備が進められており、整備完了後の利活用
及び適切な維持管理が求められます。
　本事業により階段ベンチや車両侵入防止柵を設置し、環境を整備することで、新たなイベントの開催も見込ま
れ、竹田市内外から人が集まり、多くの人で賑わう空間づくりにつながると考えます。



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
（単位：円）

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

第２次竹田市総合計画（令和５年度～令和１４年度）
（５）自然とともに暮らしを愉しむ　エコのまち

５－１　自然に親しむ空間づくりの推進
５－１－１　自然に親しむ空間整備の推進

［取組］①玉来川かわまちづくり
玉来川の新旧河道に囲まれた特性を活かし、各施設と河川空間が一体的に利用
できる空間となるようにベンチ等の休憩施設や自然体験の場を設置し、新たな
イベントを開催するなど、地域の魅力向上を図り、多くの人で賑わう空間づく
りに取り組みます。

　　目標：総合計画に基づく賑わいの創出のためのイベントの開催数　１２回（令和７年度）

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度
事業期間の設定理由

2
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

かわまちづくり車両進入防止柵設置事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 竹田市
交付金事業実施場所 竹田市大字玉来

交付金事業の概要

　第２次竹田市総合計画に基づく「玉来川かわまちづくり」の取組として、電源立地地域対策交付金を活用し、
車両進入防止柵（１０基）を設置することで地域の魅力向上を図り、多くの人で賑わう空間づくりに努めます。

　【事業量】
車両進入防止柵の設置　一式

・車両進入防止柵　１０基

番号 措置名 交付金事業の名称



交付金事業の担当課室 竹田市建設課
交付金事業の評価課室 竹田市総務課

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

車両進入防止柵の整備 随意契約（少額）
有限会社グランテック

（大分県竹田市）
1,298,000

うち文部科学省分
うち経済産業省分 1,270,000

総事業費 1,298,000

交付金充当額 1,270,000

達成度 ％ 100.0
交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

％

評価年度の設定理由
令和７年度に開催したイベントの回数の総数を基に翌年度評価します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　今回整備をした玉来川周辺は、竹田市総合文化ホール「グランツたけた」や児童公園「竹の子ひろば」に隣接
し、多くの市民が集まる場所です。
　また、玉来川は、河川管理者である大分県において河川管理施設整備が進められており、整備完了後の利活用
及び適切な維持管理が求められます。
　本事業により階段ベンチや車両侵入防止柵を設置し、環境を整備することで、新たなイベントの開催も見込ま
れ、竹田市内外から人が集まり、多くの人で賑わう空間づくりにつながると考えます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

交付金事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 令和６年度

車両進入防止柵の
設置

活動実績 式 1
活動見込 式 1

交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和８年度

総合計画に基づく
賑わいの創出のた
めのイベントの開
催数　１２回

令和７年度の「かわまちづ
くり」エリアでのイベント
の開催回数

成果実績 回

目標値 回 12

達成度



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）
（単位：円）

（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交付金事
業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額 備考

総事業費
11,420,750

1

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営

等措置

消防用資機材整備事業 由布市 9,686,000 9,686,000



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又
は維持運営等措置

消防用資機材整備事業

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

第二次由布市総合計画重点戦略プラン（後期）（令和2年度～令和7年度）
　基本構想　みんなで進める！持続可能なまちづくり
　　重点戦略プラン1　地域防災力強化プロジェクト
    ③消防団、救急医療、教育機関等、多様な団体との連携・協働を
      通じたプロジェクト推進を目指す。

　目標：消防団との連携に基づく、地域の実情にあった日常的な啓発活動や訓練の充実
　　　　消防団との合同訓練の実施　１回（令和7年度）

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 由布市
交付金事業実施場所 由布市挟間町挟間ほか1件

交付金事業の概要

　消防資機材の充実により地域の防火・防災体制を図ると共に、消防職員の安全管理体制も充実させます。ま
た、消防団等との連携により地域防災力の強化を図ります。

【事業量】
　消防用資機材整備一式
　・防火服（上衣・下衣・防火帽・しころ・防火靴）　16式
　・消防用ホース　65mm×20m　7本
　・消防用ホース　50mm×20m　4本
　・消防用ホース　40mm×20m　4本
　・空気ボンベ（空気呼吸器用高圧空気容器）　530CⅢZ　5本
　・団活動服（上衣・下衣）　253式

事業期間の設定理由
成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

消防団との合同訓
練の実施回数　1
回

令和7年度の消防団との合
同訓練の実施回数

成果実績 回

目標値 回 1

達成度 ％



交付金事業の成果目標及
び成果実績

評価年度の設定理由
事業完了後１年間の実績をもって評価するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用で消防用資機材を整備することにより、地域の防火・防災体制を図ると共に、消防職員の安
全管理体制も充実させることができました。これまで同様、訓練回数も１００％達成を必須とし訓練内容の充
実に努め、さらなる連携強化を図っていきます。

達成度 ％ 100.0 100.0 100.0

令和６年度

消防用資機材の整
備

活動実績 式 1
令和４年度 令和５年度

1

活動指標 単位

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

1
1 1

活動見込 式 1

うち文部科学省分

交付金事業の総事業費等 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考

総事業費 5,137,660 5,434,000 11,420,750
令和3年度～令和6年度
の総事業費
32,628,937

交付金事業の活動指標及
び活動実績

交付金事業の担当課室 由布市消防本部　総務課
交付金事業の評価課室 由布市消防本部　総務課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

防火服、消防用ホース、空気ボン
ベ、団活動服の購入

指名競争入札
株式会社消防防災　大分
支店　（大分県大分市）

11,420,750

うち経済産業省分 4,021,000 4,105,000 9,686,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,021,000 4,105,000 9,686,000



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）
（単位：円）

（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交付金事
業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額 備考

総事業費
13,123,000

1

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営

等措置

野矢地区防火水槽設置
工事

九重町 4,490,000 4,490,000



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又
は維持運営等措置

野矢地区防火水槽設置工事

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

九重町第5次総合計画(令和4年度～令和13年度）
　基本計画「基本目標.４　安全・安心な暮らしを守るまちづくり（防災・防犯）」
　　４－２　安全な暮らしの推進
　　　①消防施設・体制の充実強化
　　　　消防車両、防火水槽等の消防施設の整備・拡充を図るとともに、消防団への
　　　　加入促進を行います。

　目標：地元消防団による消防訓練の実施　１回（令和７年度）

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 九重町
交付金事業実施場所 九重町大字野上

交付金事業の概要

　九重町は、第５次総合計画に基づき、安心・安全な暮らしを守るまちづくりを推進することから、住民の生
命・財産を守る防火水槽を整備するため、電源立地地域対策交付金を活用し、消防力の充実を図ります。

【事業量】
　　耐震性防火水槽設置工事　一式

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

地元消防団による
消防訓練の実施回
数　1回

令和7年度の消防団との合
同訓練の実施回数

成果実績 回

目標値 回 1

達成度 ％

評価年度の設定理由
事業完了後１年間の実績をもって評価するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　火災が発生した際に取水が困難な地域に防火水槽を設置したことで、消火用水が確保でき、今後の地域住民
の安心安全な暮らしに寄与することができました。
　設置後は、地元消防団を中心に点検も含む訓練を行い、地域の防災意識向上にも繋がりました。今後も必要
な時に使用できる防火水槽として、継続的な訓練や点検を図っていきます。

達成度 ％ 100.0

耐震性防火水槽設
置工事

活動実績 式 1
令和６年度活動指標 単位

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

活動見込 式 1

うち文部科学省分

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

総事業費 13,123,000

交付金事業の活動指標及
び活動実績

交付金事業の担当課室 九重町役場　危機管理・防災安全課
交付金事業の評価課室 九重町役場　住民環境課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

耐震性防火水槽設置工事 指名競争入札
株式会社ミツヤマ
（大分県九重町）

13,123,000

うち経済産業省分 4,490,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,490,000




